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20い ■7月 1日

本格的な代いを迎えたいt‖ や“引1 の 柿人

‖をi,る北il材の打たな■‖i‖"と 本 ‖ 姓 本

米舛への投‖F支坂やザ‖民への本|オ神|の ‖F故中

比をlL辻するため ■ tも 1」芝わら3″ 11il山

て木14訳販場のい■‖;にllVり‖tんています.

この位 ‖Jたり| のヽi古“ヤ‖上にを‖価する‖:

冷し:ln Aぅ1‖てかた,上しましたので紹介します

卜地物は 紅 へ 水Ⅲ■t'0コ 十 (1‖ヤ548コ1■

2騰 ““̀ n、■ 木 辻 2悔 建てIH Iを代攻する■

次立ちをイメーシして,ま す ● 真 1).

村辻|オには シ ヘ リア■カラマツの人 tF山,t

成|イを使川し 桁 行き方向は J[じ lllは法によ

るラーアン札辻堺て‖せ し 連 新 した‖J ホ を池

けています ●真2)打 と4は  ミ ズナラのイ(

‖:て按riする (写真31な ど↑4″をIIツサ枕わす

にitいい技ドlと川久||をIll しヽていま■

また ,卜11(ま '11■スキの羽H枚  進 し収ウ

とし 耐 111上を付‖するため IH町 の気“々件

にあつたドな系十11を311イ ,1:Lげ としてい

ま〕 写真3 集 成材登り染 (Oは木程接含部)

イ(■姓材の市1久1上 ml砿 1上のir‖ ン ックハ

ウス対■ 本 質′ヽイオマス■‖‖号を辻めるため

rTttF訳販エリアカギト‖Ⅲされています 1園11

1)生 効化学試験エリア

小材の"崎  け カビよ吹 析 本tl材‖ ‖的i4

材 成 財hiなど)の ■分叫‖上古(敗や店朽■ カ

ビ 分 肝内の保存 サi抵をljいます 写 真4)

2)木 材化学試験エリア

訂 腰

托

写真2 カ ラマツ員成材の構造駆体

写真' 南 栗面外観
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生物化学試験エリア
ナ

木材化学試験エリア  分 析試験生リァ

2階
潟J色 耐候説康エリア

炭Ⅲ 難林試験
エリア

組織続窮試験エリア 表 面処理試験エリア

図1 性 能評価試験棟の罰験エリア

iせ体 |〕"岳のri!掟itt, 出|セ】IJ世 力|‖Tlめ,〕

,Fを十1います

3)分 析討験エリア

VOC(‖ た性わ代化ri物|‖ ■神1に★‖t

写真51 こより 本 Fittf4ゃ1にtiPl"イ ifガ

写真5 VOC橋 留測定装置

ス"t,)のち十析 “ 化小‖など打キilJの分 r柄迪

れド|1予をイユⅢま,■

4)訓 自 耐 候試験エリア

山 ' 卜生科 l f サ+ のi ! t  ⅢF の空 退色 ち】t

の‖叫と 生 成|イ‖の1オlim寸久1上を‖何します

5)炭 化 難 蘇試験エリア

岐化物理|ちの 1ヽ■ゃ内 す卜よ‖り,‖1供γ上 ■

火r上をH↑Fします

1 贈

1(他

した

化  F

科 文)係

席わせて

には‖| 十しま

″う|||, il

ました ヽ

犯 十"あ り

を
】了2

写真4 生 物化学記験垂

３‐‐十‐ｉ‐的ｍｍ

写真6 完 成見学会の様子
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「廃食用油から木材保存剤」力t農林水産研究高度化事業に採択

平成1711度の捜林水ヒ省の理栞公券型研究lL

進ヨI来 ワ七瑞按f「をrF月Ⅲした農林水産研究高度

化事業Jに  本 材試欧場の応努課題 「廃Fr用刑

からの水材保存剤の創製と国産trエクステリア

の高iFrl久化JうFfF択され 平 成19年度までの3

方午 文 施することになりました。

木製エクステリアは 年 間150億円と試算さ

れる市場です方ヽ スギなどの回産材は十材!れ箇

所から腐朽しやすいため イ ベなどの蟻人高耐

久lF極に人気が楽まっています。国産材のシェ

アを拡大するためには 千 削れ店朽対策が不可

欠です。本材試敷場では 平 成15～16イ「度の

県商工企画辞フロンティア研究Ht進事業におい

て 席 食用‖iから生成した 「銅石鹸!力1材活動

界を有することを兄出しています。本,i究では

このと盤技術を活力して 廃 II月4油力ら安全で

木材試験堀(中核磯閥)

耐究頂目
①藁剤処方の確立

②案剤製造技術の工業化
③国産材エクステリアの問発

千宵Ⅲれ府朽に有効を保存剤を創典し ]産 材エ

クステリアの耐久‖向 卜をきります。このこと

によリ エ クステリア市場におけるスイなど国

産材の台頭を目指します

研究は 区 のように県内外のS機 関が共同し

て実施します。保存副の防屑l坊脱性能にlttする

0,究を木材試験場 環 境彬材に関するFi先を常

山県立大学 製 造技術の工業化に関する,i究を

シントーファイン株式会J 木 製エクステリア

ヘの応用に関するtl究を仙vtt H立大学 そ して

jll場処理技術の耐立と試作品の結合lT価をエ

コーウット富山株式会1に力岬 当します

注 |エクステリア
建物の外回りや周辺域の嘱 同 扉 垣 などの
屋外構造物や植れの総称。外構.

く聞い合わせ> 木 材試験場 粟 崎 宏

目 幅
子ヨ■露"のとい
日= "エ クステリア

シントーフアイン
株式会社

エコーウット宙山
株式会社

のねらい

研究項目と

情振国立大学
大田教育科学部

富山県立大学短翻大学部

瑠塩システムエ学科

■

，

と

▲ｑ

同題点
国産材エクステリ'の
i閣 ■日朽

対 賞
医よ用的を日いた
本41Fe処 理
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水源林のはたらきを探る

近年 「雑のダムJと いう言妊に象徴される

水加jLl tの森林に対する状水 i白水経I巾機性ヘ

の"行 う!市まっています 肖 場では 相 生朱‖

などのスなる流域からの流|い■や水質をnr五し

水淑llのはたらきを探るため 水 WILjlの流以

に‖水駆 G東 1)を 設, 2001■ 力ら働料|を

行つています。

研究のわらい

の帳

の万頂

Ottj lか らの流出huよ 植 生朱件などによつて

大きくJとなリ ブ ナ林ではササナはや山腹施工

地と比べて 1軒末時にも流‖止が安定 (平W:

化)し て↓】ることみi分かりました (図 1)

l‐多Jjul'の水‖流域からは 4月 と5月 の2

,月 ‖の言解け水で イH‖流‖t工の15～64%

の水炉流U しヽていること力:分かりました

0隣 核する流蚊で b 流 出の仕方が】くなるとと

もに 水 質や水淋の変化にも述いがあること

が分かりました. 写真2 離 壊地に水源林整備が行われた流騒
〈左モ施工前 古 i施工後)

Ottll普そn廿などが行われた流域 十写真

2)に おける 相 生の同復過ヽと

流出htや水四の変化の関係につい

て】へます。

②流山量やよrFは地距条件によっても

異なると考えられるので 代 表n,

な地fl朱‖の流域を対象とした比

較調布を行います。

一、
Ｐ

≡
Ｅ
）日
ヽ
世

をヽ
０「ヽとＥ一“ヨば卜　ｍセ　ｍ印

隣水■ (露再■56mm)

写真1 工 水ほ (流出E観 測施設)

く間い合わせ> お 業覇験場 相涌 英言
異なる流域からの流出量のは報(2004年3月7日)
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票崎主任研究員に木材保存学術奨励賞
本材試験場の栄‖け宏■任,F究貝力(5川 23日 (月,来 京都港区メル本ル

ク来京で開祉された (社)日本木材保存的会の第27回担ヤ絡会で 木 ll劣化

や保存処理に関する優れた学価『i究業被に対して授″チされる 同 協会の 「中

2回 木材14存学nl奨励賞Jを 受蛍しました。

○受由の理由となった研勇課題

「3U冷浴を用いた問易保存処1世の研究J

〇研究成果のほ妻

木材保,法 のうち 比 殴的小規fptな設仰で対応可忙な渦冷浴

法 (本材を抑鴨水|で 加熱し 1流浦)次 に冷たい楽液で冷や

し (冷浴' 木 材中に防店剤を吸収させる方法)に 注Hし  防
lr幼呆や安4‖:がll認されている英副 (林C,ア ルキルアンモ

ニウムクロライト)を 使,日することによって lRコ ストで安令

な方法をPH発したものです。

この成rlLは 治 H tt lr用木材のFl」内処理やタト装材の保設処型

に応用されるなど 今 後の‖及ガJ期待されます。

○研究成果の概要

スギ内装材の共面処Jの 新技術として 従 来の生装処理と

異なり 沖 は (剥lrl層 機 能層 熱 按活用の三財構造で厚さ

約6ミ クロン)を 加黙プレス機で転写することにより 木 材

の持つ科‖IJL性と来材感を生かしたまま 均 ―な色訓盤が可能

で 耐 汚染性に優れ か つ椰発性有ヤ物質を放協しない内業

材をfl発したもので 「沖1世ほヤデ木材の製進方法」として特許

登録 (4t計力3198100)bさ れています。

また こ の製造方法は 性 ‖‖rrが比犠的安価で少工の受注

にも対応可忙であり は H県 中央侑“物田ホールの内業材とし

て採用されるなど 今 後の波及あJ期待されます。

0 0 0 ●  0 0 0 う  O o 0 0 0 0 , つ  o o つ  o 0 0 0 ●  0 0 0 0 0 じ  ● 0 0 ●  0 0 )o ●  o ●  ● , ●  ● ● ● ●

藤澤主任研究員に森林技術賞
木材i武取りの疎il本士主任F卜先貝が 5月 24J I火 )東 京都越 ■lLノr」
ノヽストラルで開‖された (‖,日本爺小段lfl脇会の第60同通Ⅲ格会で 森 林

技術のr"上に責敵し林業の振興に功組があるものに対して授与される 同 協

会の 「堺51■fFttFf術!Jを 受llしましため

O受 策の理由となつた研究課題

「機う日■部膜を1ほ写したスギ内業材の開発と共用化J



20い =7月 1日 8Ш 環布業技術セン'一たより No 2

平成19年度0
主6研究手-9

●試験研究の重点目標
森林の各種公益的機能の持続的発揮と再生産

可能な資源である木材の利用促進を図り 環 境

と調和した林業 本F4産業の振興を目指し 次 の

6つを重点目棟として,i究に取り組んでいます。

(1)多 雪地帯における蒜林の公益的機能の解明

〇ナラ類集団枯損の被告対策に関する技術PD発

②スギ花粉絡含対策に関する調査と技術開発

(4)県 産材」ヒ津材の品質保証と高機能製品ヘ

の利閣確造

C職能性薄映を転写したポカスギ内装材の開発

②廃食用油からの本材保存剤の創製と国産材
エクステリアの高耐久化

(5)富山の気候 風土に適した木造建築物の開発

県産スギ材を活かした積雪 地震に強い住

宅工法のPD発

(61木質資源循環利用の推進

①保存Hl理倉業廃llのリサイクル刺用法の開発

②本質廃材のエネルギー及び炭化利用技術の

開発

下:制振装置 (ダンバー)

(2)蒜林の多様な機能に着目した育成管理の推連

Oポ カスギ林 カ ワイダエスイ林等の施業技

術の高度化

②哩山二次林の再生及び荷成に関する技術開発

(3)中山間地域における特用体達物生産の推進

シイタケ等の廃菌床を利用したヤヤブシタ

ケ義暗技術の開発

上 !中超地震

スギ屈雷書

ヤマブシタケ 上 :減1ヒ木材 下 :岡型 (国芸用ポット)

四
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数値地形解析技術を用いて

旭11のコンピュータ技術のたとと地川帖‖!
システ!′,‖ 及により 数 T‖ |イ十一 ,

OEM)を Hい て 地 ,子を定 htl`にれ,‖iする
lllげ[すロレ向11)F という新たなす夕術,1に11しま

した DEMは 止‖‖;‖ヤに対ibした‖市チータ

を怜lJした一辻のテー,セ ットのことで こ

の IM'111'い 1‖11やヤliイ方位と,■Jた地,レ

4f14を,HIす る「法を放11■口形れド析といいま
す.hi上  こ 。,投‖iじきらにた進し 地 形に

よる水の勁き 'そ‖|や 4f ht′)4イとなどをF「
取するモデルか ,々 きツ■ ‖ 々な分り丁へFj適

川カイよかられています 〕せ■ ‖ 北献町lr7で

1とこのす支ntを,どHし て りit出の林地1!■力を

ll北し riコl14な迫lL I“定を21,するシステ
ムの,‖たにlJ,‖tんています

これまての研究i lL形 れT析によってい出
した丹比 J「のうち '投 水分 々〔‖t ,市

十ⅢⅢl ↑|“iの‖キ 糾 巾i方liなどかスキ林
の1:市と■|ンこ,係 していること,■1明しま

した そ して こ れ のヽす1比四 rを川いて

‖地1:″fツチを‖1定するためのモテルを作文し
たところ ■ 出付町なht度をイ■キることわ」巾だ
さメ■まし/

こめモデルを川いて ‖ !し1 1■力による4

‖サーニンタを訳みた新J !わ1図1です ■モ小
された朴方な林すとJ i■カル品( 1しl l t  ス キ

| |にお,るすし位 |■以 Lに‖H iします ホ て

ホした‖分 ま 1コt力わiない地Ⅲlで 地 | ヤ̀‖

以 下に‖ヽしま,  h色 で示したl Lた文はそれ
らの中f‖に|ヽ します

この '一 ニングヤップを出いることで !)坊

てm Ⅲl=女1象となる地取の均!,1カをll rtするこ

とわ:できま,  き らに  ⅢFTf十岨‖子など。■〔虫

十の比■状)せ ‖ 旭神などの情‖を取 り人れる

ことて よ り合川!仙【ケ‖性のl iぃ,こ地川[が
Ⅲ「1ととなるて しょう ま た 広 虫nⅢな作■十「r i
の■4 1こも こ のようなh i引てよ役ヤつと,た ヽ

オ■ます

森林の生産力を推定する

■

=,方

=序 カ

=Eあ

■

Ⅲ

に

図1 林地生産力を用いた森林ソ十二ング(氷見市)

く間い台わせ> 林 業試験場 田 子 光 太郎
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